
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
県
税
に
関
す
る
証
明
等
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
税　

務　

課
）　

　

一

〇
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

　

を
改
正
す
る
規
則 

（　
　

同　
　

）　

　

一

 
訓

令

甲

〇
特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

　

訓
令 

（
人　

事　

課
）　

　

二

〇
職
員
等
の
旅
費
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

（
私
学
文
書
課
）　

　

三

 
告

示

〇
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報
の
開
示
に
係
る
費
用
等 

（
市　
町　
村　
課
）　

　

三

〇
収
納
計
器
取
扱
い
に
関
す
る
事
務
を
行
な
う
者
の
指
定 

（
税　

務　

課
）　

　

三

 
監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令 

三

 
規

則

　

県
税
に
関
す
る
証
明
等
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
三
号

　
　
　

県
税
に
関
す
る
証
明
等
手
数
料
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

県
税
に
関
す
る
証
明
等
手
数
料
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　

附
則
第
二
項
中
「
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
二
十
四
号

　
　
　

復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
記
様
式
（（
そ
の
一
）
か
ら
（
そ
の
三
）
ま
で
を
除
く
。）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

 

（1）　 平成25年３月29日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第16号　　 

発　　　　行

宮 城 県
(総務部私学文書課)
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
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(毎週火，金曜日発行)



　

別
記
様
式
（
そ
の
三
）
中
「（予
定

）」
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
前
の
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
る
別
記
様
式

に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

の
規
定
に
よ
る
別
記
様
式
と
み
な
す
。

 
訓

令

甲

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
八
号

　

特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

特
別
の
資
格
又
は
職
名
を
有
す
る
職
員
の
任
命
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
六
十
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
中
「
廃
棄
物
対
策
課
」
を
「
循
環
型
社
会
推
進
課
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
九
号

　

職
員
等
の
旅
費
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

職
員
等
の
旅
費
支
給
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

職
員
等
の
旅
費
支
給
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
一
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四　

旅
行
者
が
在
勤
地
内
を
自
家
用
自
動
車
等
を
利
用
し
て
旅
行
す
る
場
合
で
、
そ
の
行
程
が
二
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
と
き
は
、
条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
掲
げ
る
額
の
ほ
か
、
条
例
第
十
九
条
第
二
項
、
第

三
項
（
た
だ
し
書
を
除
く
。）
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
車
賃
の
額
か
ら
同
号
ロ
に
掲
げ
る
額
を
減
じ
て
得
た
額

を
車
賃
と
し
て
支
給
す
る
。

号外第16号　平成25年３月29日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）
別
記
様
式
（
第
２
条
関
係
）

受
付
印

免
　
除
　
申
　
請
　
書

氏
名
又
は
名
称

住
所
又
は
本
店
所
在
地

県
内
の
主
た
る
事
務
所

又
は
事
業
所
所
在
地

業
種

名
称

新
設
又
は
増
設
し
た

施
設

等

所
在

地

認
定
復
興
推
進
計
画
の

名
称

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

指
定

日

課
税
特
例
の
区
分

第
40条

第
39条

第
37条

東
日
本
大
震
災

復
興
特
別
区
域
法

平
成
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日

取
得
年
月
日

平
成
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日

操
業
開
始
日

（
事
業
の
用
に
供
し
た
日
）

有
　
・
　
無

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に
係
る
国
税
関
係
法
律
の

臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
の
規
定
の
適
用
の
有
無

平
成
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日

取
得
年
月
日

土
地
取
得
の
場
合

平
成
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日

施
設

等
の

建
設
着
手
年
月
日

　
上
記
の
と
お
り
事
業
税
・
不
動
産
取
得
税
・
固
定
資
産
税
の
免
除
を
さ
れ
る
よ
う
申
請
し
ま
す
。

 
　
　
年
　
　
月
　
　
日
　

　
宮
城
県
　
　
　
　
　
　
　
　
所
長
　
殿

 
住
所
又
は
本
店
所
在
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
氏
名
又
は
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
代
表
者
氏
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
　

 
Ｔ
　
Ｅ
　
Ｌ
　
　
　
（
　
　
　
）　
　
　
　
　

（
記
載
要
領
）

　
「
課
税
特
例
の
区
分
」
欄
に
つ
い
て
は
，
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
第
37条

，
第
39条

及
び
第
40条

の
う
ち
，
そ
の
指
定
を
受
け
た
も
の
に
「
〇
」
を
記
入
す
る
こ
と
（
複
数
回
答
可
）。



　

第
十
一
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六　

旅
行
者
が
在
勤
地
内
に
お
い
て
旅
行
す
る
際
、
公
務
上
の
必
要
又
は
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り

当
該
旅
行
に
伴
い
有
料
の
道
路
又
は
駐
車
場
の
料
金
を
支
払
つ
た
場
合
は
、
当
該
料
金
の
実
費
額
を
支
給
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
当
該
支
給
額
は
、
旅
行
雑
費
と
し
て
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

　
　
　

附　

則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
職
員
等
の
旅
費
支
給
規
程
の
規
定
は
、
こ
の
訓
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後

に
出
発
す
る
旅
行
及
び
施
行
日
前
に
出
発
し
、
か
つ
、
施
行
日
以
後
に
完
了
す
る
旅
行
の
う
ち
施
行
日
以
後
の
期
間

に
対
応
す
る
分
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
旅
行
の
う
ち
施
行
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る
分
及
び
施
行
日
前
に
完
了
し

た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
宮
城
県
訓
令
甲
第
十
号

　

文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

文
書
規
程
（
昭
和
四
十
三
年
宮
城
県
訓
令
甲
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
第
二
号�
中
「
環
政
第　
　
　
　

号　
　
　
　

環
境
政
策
課
」
を

「
環
政
第　
　
　
　

号　
　
　
　

環
境
政
策
課

 

に
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

再
エ
ネ
第　
　
　

号　
　
　
　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
室
」

「
循
環
第　
　
　
　

号　
　
　
　

資
源
循
環
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
「
循
社
第　
　
　
　

号　
　
　
　

循
環
型
社
会
推
進
課
」
に
、

　

廃
対
第　
　
　
　

号　
　
　
　

廃
棄
物
対
策
課　

」

「
長
政
第　
　
　
　

号　
　
　
　

長
寿
社
会
政
策
課

 

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ね
ん
り
ん
第　
　

号　
　
　
　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
」

「
長
政
第　
　
　
　

号　
　
　
　

長
寿
社
会
政
策
課
」
に
、「
農
整
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
村
整
備
課
」
を

「
農
整
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
村
整
備
課

 

に
改
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

農
興
第　
　
　
　

号　
　
　
　

農
地
復
興
推
進
室
」

　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
二
百
九
十
九
号

　

平
成
十
四
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
四
十
号
（
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
に
基
づ
く
本
人
確
認
情
報
の
開
示
に
係
る

費
用
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
号

　

収
納
計
器
取
扱
い
に
関
す
る
事
務
を
行
な
う
者
の
指
定
（
昭
和
四
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
十
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、「
社
団
法
人　

宮
城
県
自
動
車
会
議
所
」
を
「
一
般
社
団
法
人　

宮
城
県
自
動
車
会

議
所
」
に
改
め
る
。

 
監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
訓
令
第
二
号

　

宮
城
県
監
査
委
員
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
九
日

 

宮
城
県
代
表
監
査
委
員　
　

遊　
　

佐　
　

勘
左
衛
門　
　
　

　
　
　

宮
城
県
監
査
委
員
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

宮
城
県
監
査
委
員
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
五
十
八
年
宮
城
県
監
査
委
員
訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　

第
五
条
第
三
項
の
表
中

をに
改
め
る
。

（3）　 平成25年３月29日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 号外第16号　　 

「

参

事

上
司
の
命
を
受
け
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
し
、
並
び
に
特
定
事
項
を

総
括
整
理
す
る
。

」

「

理

事

参

事

上
司
の
命
を
受
け
、
特
定
重
要
事
項
を
掌
理
す
る
。

上
司
の
命
を
受
け
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
し
、
並
び
に
特
定
事
項
を

総
括
整
理
す
る
。

」



　
　
　

附　

則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

号外第16号　平成25年３月29日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）


